
鳥取市西地域の活性化に向けた産業振興構想（案） ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰﾀｳﾝ推進室・企業立地・支援課

 豊かな自然（海、川、池、田畑、里山、温泉）

 地域に根付いた文化・産業（史跡、行事、食、和紙づくり、酒づくり）

 新たな観光資源（舞台芸術、温泉農業、漁港朝市）

 便利な交通アクセス（JR山陰本線、山陰自動車道、鳥取空港から近接）

 日常生活関連の商業機能も維持

① 歴史×観光・教育事業の推進

② 特産品を活用した商品造成の推進

③ 文化芸術×農業・観光・教育事業の推進

④ 次世代農業の推進

⑤ 自然資本産業育成事業の推進

山陰海岸ジオパーク、青谷上寺地遺跡、北前船寄港地、鹿野城下町

和紙、地酒、そば、生姜、びわ、梨、和牛、地鶏、塩さば、岩ガキ

浜村・鹿野の温泉熱活用、遊休農地

鳥の劇場、農産物マルシェ、そば打ち体験、演劇体験

淡水魚、コウノトリ生息地

雇用創
出・所得
向上

6次産業の
振興

交流・関
係人口創
出

遊休不動産
の利活用

次世代人
材の育成

『行きたい、知りたい、住みたい鳥取市西地域』

固有の自然環境や文化を保全・活用し、産業として
育成することによって地域振興を促進する

豊かな地域資源を活かした産業の育成・振興

20 2 5 5月 1 2日│鳥取市経済観光部
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鳥取市西地域の特性

目指す将来像

取組の方向性

おもな取組

期待する効果

鳥取市西地域は市町村合併後、20年で約20％の人口が減少しており、人口減少に歯止めがかかっていない。豊富な資源に恵まれている一方、各素材が点で存在している
ため、エリア全体としてのブランディングが課題となっている。この課題の解決に向け、次の取組を進めていくことでエリア価値を高め、産業再生とともに若者が働き
たくなる環境を創出し、若者定住、IJUターンを促進する。
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『行きたい、知りたい、住みたい 鳥取市西地域』の実現

豊かな地域資源を活かした産業の育成・振興

井出ヶ浜・青谷海岸
⾧尾鼻

青谷上寺地遺跡

鹿野城跡

北前船寄港地

因州和紙

日本酒

鹿野そば

絹見びわ

鹿野地鶏

塩サバ

鳥の劇場

鹿野温泉

浜村温泉
日光生姜

歴史×観光・教育
事業の推進

文化芸術×農業・観光
・教育事業の推進

特産品を活用した
商品造成の推進 次世代農業の推進 自然資本産業

育成事業の推進

雇用創出・所得向上 ６次産業の振興交流・関係人口創出 遊休不動産の利活用 次世代の育成

クラフトビール

自然資本産業
モデル事業

脱炭素型農業

城下町

わかめ

温泉いちご
山根窯

道の駅
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 地域の豊かな自然環境等を活用した産業（自然資本産業）を生み出す起業創業事業を実施し、まちを元気にする意欲のある人材を増やして
いく。

 並行して、気高町日光地区周辺地域を舞台にした、自然資本産業のパイロット事業を確立するための調査研究を進め、第１期期間中にビジ
ネス採算化を目指す（第２期以降に投資を実施）。

「自然資本産業」をベースにした
ビジネスの創出と育成

第１期（2025～2027年度）
第二世代交付金を活用して実施

気高町日光地区周辺を舞台にした
「自然資本産業モデル事業」の造成

第２期（2028年度～）
民間企業による投資・自走

自然資本産業誘致・振興事業費 ①

新しいことに本気で
チャレンジする人が出る

その背中は
チャレンジする人を呼ぶ

チャレンジは連鎖し
生態系になる

多様な生態系が生まれれ
ば地域は元気になる

まちの未来が
つくられていく 3



自然資本産業誘致・振興事業費 ②

R9年度R8年度R7年度詳細項目事業

1,0001,00022,700• 現地での推進体制をつくる
• 生態系調査を行う
• 社会文化調査を行う

地域の課題と資源を調査
する

気高町日光をモデ
ル地区とした事業
の可能性について
調査を行う 8,0208,0200• 回復目標を設定する

• 回復方法を検討する
• 回復方法を実施する
• 回復方法を検証する

自然環境（水産資源等）
の回復を図る

5,8605,8600• 保全の手法、仕組みを検討する
• 保全の手法、仕組みを実施する

資源の保全の仕組を作る

7,6607,6600• 自然資本を活用した事業を検討する
• 地域住民との協力体制をつくる
• モデル事業を実施する

モデル事業を検討・実施
する

9,6409,64011,440• 構成員を決める
• 目的とビジョン、事業内容を明確にする
• 組織の規約、運営ルールを定める
• パートナーシップを構築する

支援主体の体制を整える自然資本を活かし
た起業を支援する
（ローカルベン
チャースクールを
中心に）

27,78027,7805,900• 自然資本産業の認知度を高める
• 起業支援制度の認知度を高める
• 起業支援プログラムを企画・実施する
• ネットワーキングとコミュニティ形成を進める

支援主体の事業を運営す
る

59,96059,96040,040合計

※ 国の支援（第二世代交付金申請予定）、鳥取県の支援（県において予算要求中）が受けられるよう、現在調整中。

国の第二世代交付金に加え、県が産業育成を目的として新たに創設する補助金を活用し、エーゼログループに事業を委託。
エーゼログループは、これまで蓄積したノウハウを生かしつつ、各分野の専門家、関係機関、企業などの協力も得ながら各種事業を実施。
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鳥取県の経済産業エーゼログループの概要
■会社概要
企業名 (株)エーゼログループ
所在地 岡山県英田郡西粟倉村影石895番地
代表者 牧 大介（まき だいすけ）
設立日 2009年10月1日
資本金 6,400万円
売上高 約10億円

50社で20億円

ローカルベンチャーで
働く人の人数

311人

課税所得平均
（万円）

納税者数
（人）

課税所得合計
（万円）

年度市町村

9.0%2417.0%54516.7%131,4802008年岡山県
西粟倉村

263583153,3752021年

1.6%254-7.8%11,714-6.3%2,970,2012008年岡山県
美作市

25810,8012,782,2632021年

4.6%235-18.8%3,061-15.1%718,2432008年鳥取県
智頭町

2452,485609,8752021年

1.0%271-17.5%7,951-16.7%2,151,8312008年兵庫県
佐用町

2736,5571,791,4252021年

■事業内容
① 経済資本分野 ローカルベンチャー育成事業
② 社会資本分野 ふるさと納税関連事業、関係人口創出事業、

企業研修事業
③ 自然資本分野 木材事業、養鰻事業、いちご栽培、

レストラン事業、農業 等
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▼近隣地域との比較

（牧代表取締役）



2028年度以降2027年度（R9年度）2026年度（R8年度）2025年度（R7年度）

モ
デ
ル
地
区
（
日
光
）
調
査
事
業

生態系調査
社会文化調査

モニター
ツアー

モニター
ツアー

モニター
ツアー

モニター
ツアー

モニター
ツアー

モニター
ツアー

モニター
ツアー

モニター
ツアー

起業創業

起業創業

生態系調査・社会文化調査 生態系調査・社会文化調査

推進体制
整備

エコツーリズム
商品化・本格運用

保全体制運用実施保全体制の実証保全体制の構築・整備

モニター
ツアー

モニター
ツアー

10人参加

ローカル
ベンチャー
スクール

ローカル
ベンチャー
スクール

10人参加 15人参加

3人採択

5人採択 地域おこし
協力隊など

自然資本活用事業の提案・準備 自然資本活用事業の実証・見直し 自然資本活用方法
の実施

準備・広報

準備・広報

地域おこし
協力隊など

ｴﾝﾄﾘｰ数
10人

ｴﾝﾄﾘｰ数
15人

50千円/泊 100千円/泊 150千円/泊

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
事
業

民間投資の本格実施

「自然資本産業誘致・振興事業費」スケジュール表

ローカルベンチャー
スクール開設準備

地域力創造
アドバイザー 次回準備・広報など

共通 協議会運営 協議会運営 協議会運営 協議会運営

会議・ワークショップ・先進地視察・
関係機関との連携構築など

【第１期】交付金を活用して実施 【第２期】民間企業
による投資・自走
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